
平成１８年８月　　
ＮＥＣディスプレイソリューションズ株式会社

　LCD4010-P、およびLCD4610-Pは保護ガラス内蔵の仕様となっておりますので、
添付取扱説明書の記述において、一部仕様が異なる箇所がございます。
下記、項目をよくご確認のうえ、ご使用願います。

記

取扱説明書
２ページ 「 特長 」 の部分

訂正前 ・高輝度４５０cd/m  (LCD4010)､５００cd/m  (LCD4610)明るい公共空間でも鮮明。
・長距離１００ｍ接続ＯＫ [ロングケーブル補正機能]。
・２３０W(LCD4010)､２６０W(LCD4010)の低消費電力　省エネや環境に配慮。

訂正後 ・３８０cd/m  (LCD4010-P)､４５０cd/m  (LCD4610-P)明るい公共空間でも鮮明。
・長距離１００ｍ接続ＯＫ [ロングケーブル補正機能]。
・２３０W(LCD4010-P)､２６０W(LCD4010-P)の低消費電力　省エネや環境に配慮。

３ページ 「 警告 」 の部分
訂正前  － 保護ガラス板に関する記載なし －

訂正後

４ページ 「 注意 」 の部分
訂正前  － 保護ガラス板に関する記載なし －

訂正後
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保護ガラス内蔵 液晶ディスプレイ ＬＣＤ４０１０－Ｐ、ＬＣＤ４６１０－Ｐ
　サプリメントシート

保護ガラス板を破損したときは使わない

  液晶パネルの前面にガラス板を使用しています。　万一ガラス板が割れた場合、破片でけが
　などをしないように注意し、使用を中止してください。　販売店に修理をご依頼ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　使用禁止
　　　　　　　　　けが・火災・感電の原因になります。

2

2

2

2

保護ガラス板に鋭利な物で触れない

  ガラス表面はコーティングが施されいますが、カッターなどの鋭利な物で引っかいた場合、
　傷がつく恐れがあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　使用禁止

直射日光や熱器具のそばに置かない

 

 

　直射日光や熱器具の近くに置くと、液晶パネル表面温度が上昇し、
　液晶パネルに悪い影響を与えますので近くに置かないようご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　設置禁止



５ページ 「 液晶パネルの上手な使い方 」 の部分
訂正前  － 保護ガラス板に関する記載なし －

訂正後

１０ページ 「 　　注意 」 の部分
訂正前 本機の保証環境温度は４０℃です。　ケース等に入れて使用される

場合は、ケース内部の温度が４０℃以下となるよう、ケース
にファンを取り付ける、通風口を設けるなどの処置をおこなってください。

訂正後 本機の保証環境温度は３５℃です。　ケース等に入れて使用され
る場合は、ケース内部の温度が３５℃以下となるよう、ケース
にファンを取り付ける、通風口を設けるなどの処置をおこなってください。

１０ページ 「 冷却ファン 」 の部分

訂正前 本機内蔵の冷却ファンは動作保証温度を超えると自動的に動作
するほかに、スクリーンセーバー機能（　　　 P30）で常時動作
するよう設定することができます。
ケース内の設置や、液晶画面の表面にアクリル板などをつけて
ご使用になる場合は本機の内部温度上昇をHEAT STATUS機能
（　　　P33）で確認の上、必要に応じて冷却ファンの動作設定
を変更してください。

訂正後 保護ガラス板付液晶ディスプレイ
　　　LCD4010-P
　　　LCD4610-P
では、冷却ファンの初期状態は常時動作に設定しております。

１０ページ 「 転倒防止のために 」 の部分

訂正前 コードやくさりはディスプレィの重さ(LCD4010：約29.0kg
／LCD4610：約35.7kg) に耐えられるものをご使用ください。

訂正後 コードやくさりはディスプレィの重さ(LCD4010－P：約33.3kg
／LCD4610－P：約41.0kg) に耐えられるものをご使用ください。

３０ページ 「 スクリーンセーバー 」 の部分

訂正前 【冷却ファン】
「 ＯＮ 」を選択すると内蔵ファンが常時動作します。
「 ＡＵＴＯ 」を選択すると内部温度が保証温度以上に
なった時に自動的に内蔵ファンが動作します。

訂正後 保護ガラス板付液晶ディスプレイ
　　　LCD4010-P
　　　LCD4610-P
では、内蔵ファンの初期状態は常時「 ＯＮ 」に設定しております。

重要なお知らせ

傷に対する保証について
　　お客様の使用後に生じた保護ガラスの傷に関しては、保証期間中でも有料修理になります。

以上
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保護ガラス板のお手入れ

　前面の保護ガラス板は、反射防止を目的としたＡＲコーティング処理が施されているため、
　非常にデリケートです。
　表面にほこりや汚れがついているときは、やらかい布でやさしく拭いてください。
　ティッシュや硬いもので拭かないでください。
　また、表面が変色したり、不透明になる原因となりますので、前面保護ガラスのお手入れに
　ベンジン、シンナー、ＯＡクリーナーなどの溶剤は絶対使用しないでください。



材質 硬化ガラス

厚さ 3.3mm

表面処理（反射防止） ARフィルム

透過率 93%

外光反射率 5.4%

表面硬度 F（圧痕含む）、２Ｈ(ＡＲフィルム塗膜破壊)

ガラス強度 130cm ※３

※3   本装置画面中央に500gの鉄球を落としても割れない距離の目安。

保護ガラス

外形寸法

ＬＣＤ４０１０－Ｐ

３８０

１５０° １５０°

５～３５℃
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144103.9 144

約４０．８

約３３．３

約３１．７



材質 硬化ガラス

厚さ 3.3mm

表面処理（反射防止） ARフィルム

透過率 93%

外光反射率 5.4%

表面硬度 F（圧痕含む）、２Ｈ(ＡＲフィルム塗膜破壊)

ガラス強度 130cm ※３

※3   本装置画面中央に500gの鉄球を落としても割れない距離の目安。

保護ガラス

外形寸法

ＬＣＤ４６１０－Ｐ

４５０

１５８° １５８°

５～３５℃

２６０
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約４１．０

約３９．２
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